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宍道湖及び中海の研究薙報

酒井勝郎　曾我　治

筆者の一人酒井は旧制松江高等学狡及び島根大学に化学致師として歴任し、その間宍遣湖

及び中海に関する断片的研究が累積しているのでごこに雑報として報皆する。

　且。森山，万鳳及ぴ審産に於ける表面海水の同時観測

　昭和22年10月29日より30目、島根縣水産課で，水温，水位及び流向，流遠を森山，万原多

本庄の三ケ所で同時観測し，そのデ∵夕を渡されたので，ごのようなデH夕はその表現法と

解釈がむづかしいものであるが整理して弐のようにしてみた。（表1多2多3，4を参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　表　　皿

　　　森　　　山　　　　　　万　　　　　原　　　　　　　本　　　　　庄
時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時
刻水温水位流向流遠氣温水温水位比重流向流遠氣温水温水位1比重流向瀧剰

18　15．5　－39　　E4，0　　14－0　14．7　　　　．1．0155NE2刀　　13，2　16，4　　0　1．0162　　　0　　18

20　15．5　－45　E8，0　12，9　15．3－71刀155　EO．4　10，7　15．8－31．0162　WO．620

22　15．5　－48　E3Φ　11－4　15．1－121．0155　　0．　10，1　15．7－71．O164　WO．6　22

24　15・5　－47　W96　11・2　14・7－131．O↓60　　0　　9，7　15・5－61－0164　WlL4　24

2　15．2　－43　　0　　112　15．2－101．0170　S　O．32　74　15，2　01．0162　W1．0　2

4　15．O　－44　E2，6　10，1　14－8－81．0163　NO．1　7，1　16－5－11．0165　W1．2　4

6153　－49　E7．0　98　14－8－81－0160　Nα13　蛎　1a2一膏1伽63　W12　6
8　152　－52　E1，5　12．0　152－121．0160　NO－3　12．4　154－1510153　S1カ　8

10　15．8　－55　　0　　12．3　五6．1－16　1．O155　　0　　15，4　15．6－14　　　　　S1．5　10

12　16．3　－52　W8，0　14，7　16－3－131；0150　WO．96　　　　　　　　　　　　　　　　12

14　162　＿48　．W4，6　15，5　16．1＿81．0155　SO．66　　　　　　　　　　　　　　　　14

　　E．東　　W．西　　温度℃　　水位は任意標準で箪位糎

　ごの観測ばごれ程互に遠隔し牝三地点で同時観測しても意味はないように思うので，その

点に関する考察ばやめて，夫々の地点に於げる潮汐千満の現象を取上げて考える。

　　　　　　表霧森山表酉水観測2Z010－29－30　　　　　　　　　　　当時は秋の鯵で

　　嚇ト　I8蒔　2⑰　22　24．2　4　　6　8　10　12　1凄　　　　氣温は降下しつつ

16’

15

水温

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eは東よ
30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り來る流

cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W俸西
40、任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より來る
　　意　　　　　　水位
　　標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流その下
50。準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝の蚊字は

　　　　　　　　　　　　　．　　　　　，　　．　　　　　　　　　流速箪位
　　流向流遠Eω’E帥　E3Φ　w9・6　0　Ez6　Eτ0　E15　0　w＆o　w蝸　　（米1分）

あるのたから，海

塙菖1ち目本海の、、、

水は婁大氣の影響

を受けることの大

い宍遣湖の水よσ

も温度が高い。菖口

ち水位線に表牝る

満潮時に水温が上

昇している事から
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噴派くで精凹形をなす。この凹形が何

表4本庄村表酉水観渕　2ム10．29－30

　　　　　　　　　　　　　　　置③

外海の温い水がさし込んで來て〉・る事が知牝る。叉

同時にその蒔は塩分も高くなって比重が増大してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬る。

　荷よくこの表4をみると，満潮時比重増大の山が頂近くで稿凹形をなす。この凹形が何に

起因するものであるかということは興味ある間題である。簡箪にごこで結論を串すことぱ少

々危瞼であるがヱ例えば弐のようなごとが考えられはしないかと思う・観測場所である本庄

には1小川がある。この川の水が千潮蒔には沖へひき串されて滑岸へ寄りつかないものを満潮

時に拡滑岸に停滞させられて観測地点海水の表面をおぽったのではないかと。とに角この推

論の根底には川から出牝淡水が，鹸水と混含するには或期間を要するもので，その期間中は

比較的低鱗水として海水表面をおぼっているという仮定があるが，ごの仮走を筆者は眞相に

近いものと信じている。

翌　森山水遺に於ける潮汐干繭

　　　観測

　昭和23年7月4日一7月5日に

わ牝って旧制松江高等学校生徒10

名の協力を得て，森山水遣の観測

を行った。測定事項は先す表面の

流向及流遠をはかり次に表面から

1米づつ下の水温及比重をはかり

底水については水深が端数でも之

を行うことにし牝。このような測

定をまる　書夜1時間おき乃至

2時間おきに繰返し，記録してみ

†
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表5 7月4日～5目森山水遺に於て観渕

1水　温 一比　重 ．水温1比　重 I水　温 ■比 重

（1） 11h20 E14．40 （7） 20h30 W33．O （13） 5h40 W8．5

表　面 26．O 1．022 表　面 6．25 1．021 表　面 25．6 1．021

1 25．7 1．023 1 2617 1．020 1 25．4 1．024

2 25，2 1，023‘ 2 26．6 1．022 2 25．2 1．026

2．5 23．8 1．025 3 26．5 1．021 3 24．7 1．025

3 23．4 1．028 4 26．1 1．023 4 24．3 1．026

4 23．1 1．030 5 25．6 1．024 5、 24．3 1．026

5 23．1 ’1．030 5．5 25．3 1．026 5．3 24．3 1．027

5．5 23．O 1．030

（8） 21h30 W20．0 （14） 6h35 W13．5
（2） 12h55 E23．00

表　面 26．7 1．018 表　面 25．8 1．021

表　面 25．3 1．022 1 26．6 1．021 1 25．6 1．021

1 24．1 1．023 2 26．7 1．021 2 25．O 1．024

2 23．6 1．026 3 26．2 1．021 3 24．7 1．025

3 23．2 1．028 4 26．1 1．024 4 24．2 1．025

4 22．9 1．029 5 25．8 1．025 5 24．2 1．027

5 23．O 1．029 5．3 25．6 1．025 5．3 24．2 1．026

5．5 23．O 1．029

（9） 23h00 O （15） 7h45 W11．O
（3） 14h30 0

表　面 26．5 1．021 表　面 26．2 1．020

表　面 26．2 1．022 1 26．4 1．020 1 25．4 1．023

1 25．1 1．027 2 26．3 1．022 2 25．2 1．025

2 24．1 1．027 3 25．9 1．024 3 24．8 1．025

3 23．6 1．028 4 25．3 1．025 4 24．2 1．028

4 23．3 1．O黎8 4．8 24．9 1．025 5 24．0 1．026

5 23．4 1．029 5．2 24．O 1．029

5．5 23．4 1．030 （10） 24h　OO E7．5
（16） 9h45 W15．O

（4） 15h30 W14．3 表　面 26．2 1．021

1 26．4 1．022 表　面 26．1 1．022

表　面 26．6 1．021 2 26．4 1．023 1 25．6 1．022

1 25．8 1．023 3 26．3 1．023 2 25．1 1．022

2 24．2 1．029 4 25．8 1．025 3 24．8 1．024

3 23．8 1．028 4．6 25．4 1．026 4 24．O 1．026

4 23．4 1．028 5 24．0 1．026

5 23．4 1．q29 （11） 2h15 E7．5
5．5 24．2 1．027

5．5 23．4 1．029

表　面 26．1 1．023
（17） 101h－40 W7．5

（5） 17h　OO W35．0 1 26．1 1．024

2 26．O 1先023 表　面 26．3 1．021

表　面 27．8 1．021 3 、25．9 1．025 1 25．9 1．022

1 26．7 1．023 4 24．9 1．025 2 25．7 1．022

2 25．8 1．024 4．6 24．9 1．026 3 24．8 1．025

3 24．3 1．024 4 24．0 1．029

4 23．8 1．028 （12） 3h40 E8．O
4．8 24．O 1．026

5 23．6 1．029

5．2 23．6 1．028
表　面 26．O 1．023

1 25．8 1．023
（6） 18hOO W35．O 2 25．4 1．023

3 25．O 1．025

表　面 25．9 1．019 4 24．8 1．025
1
。

25．6 1．022 4．7 24．8 1．025

2 26．O 1．023

3 25．4 1．024

4 24．4 1．030

5 24．0 1．029
5．3 23．8 1．030

E。東　　W．酉　　（） は測定番号　　温度℃

各測定最左欄は水深表面からm
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ナこ。測定位地は森山水遣で森山と外江との中央の一点に定めて船をうかべて行ったのであ

る。得た緒果は表5に示す通りであ．る。

　各測定時刻毎の印ち1同から17回迄の表面から底迄の水温分布扶況を図に表してみると図

2の如くになる。（図2を参照）図に於ては（1）一（17）迄夫々17個の曲線（実線）で示し

た。1二の曲線は夫々横鞘に水深菖Pち表面下の米数をとり縦轍こ水温をとった。最大水溺口ち

深さは潮の干満によってちがうから少Lづつちがっている。同じ図に点線で以て比重の曲線

も示したが之は形はちがうが表わし方は水温と全然同様であって合せ考えるに都合がよい。

図3に併記してある水位曲線ば，滑岸に於て任意標準をもとにLてつくつ牝ものであるが多

　　　　　　r、氷澄　　一一伽比重
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　　　　　　　’図2森山水遺に於げる測定水温及比重分布7月4日一5目



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69

これと流向で当地の潮の千満がわかるように20時から24時が干潮の極大で24時頃から潮がみ

ちはじめてきてv・る。図2ヒ於て4日11h20実験開始のときの水温曲線は水深2mと3皿

の間に著しい跳躍がある。比重も同様に跳躍している。畠口ちこの跳躍暦を界にして上と下に

ちがった水塊が重なっていることを示す。上ば中海から來る高温低鹸水下は日本海から卒る

低温高鹸水である。当時は初夏であり目照激しく中海水温上昇期にある事を考え牝ばうなづ

ける。この考をもってこの全曲線を見わたすとEの記号がついている間は潮流が東から來

て所謂満潮である。この時期が継続する間は低温高鹸の低水が爽第に高温低賊の表面水をお

しかへして海の水は弐第に冷えて行く，日中激し〉・日照時であるのに一見奇異に思えるが理

由を考え牝ば当然のことである。（3）14h30の流水停滞期を過ぎて千潮がはじまると次第に

中海から來る高温低鮫の表面水が多くなり跳躍暦は深部に移り（9）23hOO（10）2坐hOOに至

って殆ど消減している。ごの事は長く続吋こ中海からの流水に依って底部にあった低温高鹸

の外海水の流失を示すものである。攻に叉満潮が始り（12）3h40の測定にはもう跳躍暦が

出現し外海水の底部浸入を示す。このような変化が満潮及千潮の父替によって繰返されてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るごとに氣がつくO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお水艦だげの変化
鮒
29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を今度は各時間毎に

28　　　　　　　浄グ、　㌔　　　　　　　　　　　　　　横勲にとり夫々温度
27　　　　　　垂　1　　三〃．

1籔二秦夢㌣祭篶寿；1㌶ニエ
23　　　鵡崇φ㍍〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点を蓮絡して曲線を

22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　描くと図3の如く底

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。ごの図で見ると
蜘函　　　　　水位
80湛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上遠の現象が一目し
70意
。。鷹　　　　　　　　　　　　てわかる・副ち・目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14時頃の停滞期を境

　　　　X　X　X　X　X　X　X　X　X，　X　X　X　X　X　X　X　として起る西からの
　　　　島遥o⑰品錨諸o　品署。。麦、　票5£o　品銚浬。跳纂　引き潮に依って水恢

暗刻→ユo馴舳3則51617181920刎2223241234567891oユヱ　が下り干潮となると
　蝸　　　　　　　　　　　　　　　58　　　　　　　　　　　中海の水がこの森山

　　　　　　　　　　　図3　水温変化　　　　　　　　　　　水道に充満して表面

からぼぼ水底に至る迄温度一様な高温水となっている。この蒔は夜となり氣温は降下して〉・

るのである。弐に23時の停滞期をすぎ東から來る流牝はさし潮となり、満潮をびき起し，

水位線の上昇となり底水の温度低下となる。畠口ち満潮時には底部に外海り水が浸入し干潮時

には上暦に中海Z）水が流牝，跳躍暦がそ牝に膳じて上下運動を繰返しているのである。

　このような研究は．中海の流水に於げる基本的研究であって，あらゆる水質調査の際心得て

おかねばならぬと思うO

　極く卑近な膳用として調査当目釣師が今日は底水が冷くて不漁だと言っていた。この表を

見牝ば，何時が好都合かすぐ見当がつくだろう。叉魚族涛泳に関するヒソトもつくと思う・

　この調査は旧制松江高等学校生徒，池上栄胤，佐藤長光，小川隆三，森田一良贋，酉谷雅1

利，藤井透，玉木勉，水木眞吾，松本昭君等の助力に依って行った事を記し感謝の意を表

す。文部省科学研究費に依って行っテこものである。
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鼠　申海に於ける養殖牲蠣整死に就τ

　ん養蠣業
　中海に於て牡蠣養殖業が盛にたったのは多ここ数年來のことであって，音からあった事業

ではない。印ち十数年前から先覚者の努力に依って茅研究的試験養殖が行わ牝多宮城縣産種

牡蠣を参期12月から3月の間に購入して行うという方式が採用されるに至二牝ものである。

印ち参期滑岸農閑期の人手廉債を利用して海に代を打って棚をつくったり叉は筏を浄べて之

に種牡蠣を縄で以て適当間隔に撚り込んで多垂下養殖多一ケ年たって生威し牝ものを翌参取

上げて肉をむいて費るのである。滑岸の牛農牛漁的佳民には実に好郡合な事業で多「肥料の

いらない農業のようなものである」r申耕，除草等の努力に楠当するものも殆どない」等と

いう安易な考で著しい隆盛を示した。全國でも有数の産額迄急に膨脹し牝のが昭和22－23年

頃であつた。

　風養殖牡蠣鑑死

　所が昭和23年夏から秋にかけて突然牡蠣の鑑死が多くなり途に下記のような鑑死奉を各地

で示し養蠣業に犬恐慌を來すことになった。

森山村大字幅蒲

　　〃　　森山

　　〃　　下宇部尾1湾奥

　　〃　　　　〃　　湾口

　　〃　　万原

本庄村大字手角

八束村大字入江

20－25％

30－50％

40％

30％

15夕6

30％

35％

　鑑死は夏から秋にかげて起り被害は海水の最もよく移動すると思われる海峡部に多かっ

た。原因は赤潮によるものと解釈さ牝たり，牡蠣縄の垂下分布があまりに調密である爲等と

推論されたが，何牝も確託を欠いだ。今迄順調に発展して來た養蠣業もここで発展をおさへ

られた。然し鑑死の原因がはっきり指摘出來す，業者の多くは赤潮の被害と信じて吋こ爲，

一肋〔業者は手控えして養殖を行っテこが，申には撃二年も続けて赤潮の起ることはないとい

う思惑から逆に垂下蓮数を増やした業者もあると〉・う秩態であって多24年度は養殖数ばあま

り滅らなかった。

　24年瓦当事者注硯の下で行わ牝　　　　　　　　　　　表　筍

た養蠣業は実に大変な大鋸死にぶっ

かった。

　赤潮の現れる盛夏よあ早く既に8

月上旬に鶏死が起り多弐々と之が増

大し蔓延し，11月は実に惨謄たる大

量鑑死になった。之を表にすると表

6に示したようになる。23年度中海

入口に多く中海奥部になかったもの

が24年度は全体増加し，中海奥部に

も鑑死が拡大している。

　更に25年度には業者は養蠣の爲の

23年 24年 25％
森山村爾浦 20－25％ 80－100％ ■

〃　森山 30＿50 80 50

〃　下宇部尾 30＿40 一 50

〃　万原 15 ・70 60

本庄村手角 30 70 50

〃　野原 O 70 40

〃　本庄 O 70 15

〃　新庄 O 40 中止

〃　上宇部尾 O 30 40

八束村入江 35 20 30

．松江市大海崎町 O 45 中止
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資材の残を費消するといら消極的な考と，縣当局め援助に依って行った程度で豆全く桂年の

隆々たる勢はなくなってしまった。しかし25年度の被害は1上に示す通り24年度租激しくはな

かったが，やばり依然相当の鑑死率を示し5まだ養蠣業が企業として健全な搾算をとるとい

う程にはなっていす，途にごの業は氣息奄々の扶態に階っナこ。

　C．対策の研究について

　養蠣業を軌遣にのせる爲に対策を錬り，島根縣当局ではいろいろ研究をしている。・ごの対

策は錯死の現象は現状の蟹では避けら牝ないものとしてあまり原因遣及をせす、ごの繋死の

被害を同避する様な企業形態を変形して行かうとした。例えば垂下時期を変更しテこり、抑制

養殖したりする夕方法をとる所の消極的対策を行う様にしナこ。対策には斯る消極的対策と多

あくまでも繁死という自然現象に当面してこの原因を遣及して，その原因排除を策するとい

う積極的方法との二つがある。この二つの方法ぱ対策研究として何牝も必要であって優劣は

論じがナこい。叉対策と〉・うものばこの両者カ袷体して域立する。前者を今消極的と考えナこが一

之は理学的立場から評した言葉で，之を企業家方面から考えると寧ろ蓮に積極的と考えら牝

るかもしれない。從ってこの種の対策はいろいろ各方面の支持を得て書策遂行せられてい

る。然し之等の対策研究が死因の不明な爲に如何に戸惑い扶態にあるか。畠口ち理学的に積極

的な死因遣及が是非なされなげればならない理由である、，

　D　死因遣及に関する考察

　牡蠣鑑死は全國に古くからあることで，原因不明のものが甚多い。

　　乱　古ポ誘
　古くからいわれる牡蠣の威熟放卵時期が7－8月頃で放卵後の衰易身と海永の悪化とが重複

して鑑死率が高い，この事は一騰尤も在ように思える。然し中海のように十数年も鑑死せす

急に繋死奉がふえた；ことはどうもこの理由だけでは納得がゆかない。

　　b．毒　　水

　かなり散発的に方々に分散して薙死貝が発見され乏ので，この事実と地域的分布の扶汎と

を考え牝この蜷死が赤潮のような毒水の影響によ局ものと考えるごとト曄不適当であ

るし，叉附近に目ぼしい工場の廃水も見当らないので，そのような毒永の影響ではないと緒一

論して報告しておいた。（島根水試月稚昭和24年4月）然し赤潮なるものは正体不明のもので

あり，このものの影響ではないと言い切ることは梢々言いすぎではないかと今では考えてい

る。

　　C．　ひらむし

　原因不明の牡蠣蜷死のなかに「びらむし」の食害による鑑死が舞鶴磨多浜名湖其他方々で

報皆されているので，その研究者加藤光弐郎氏の來縣を求め共同調査を昭和24年9月行った。

当時被害の最も激しV・森山村の森山及び幅浦に於て夫々牡蠣の垂下蓮を10蓮及5連取上げ多

全部剥身にして観察したが一匹も「びらむし」は見当らす，更に加藤氏の標本を歯地業者の

実見に供し，注意を喚起してあるけ牝ども現在に至る迄ぎこれを発見したといヲ報皆をきか

ない。

　　吐　螺

　螺の牡蠣に対する食害ば，ユ殻の外側に密着して穿孔し、中の肉を食いつくすという方法で

行わ牝るのが普通であるが，中海に於ては予防手段を講じているので大した害はない。そし

てこのような害は昨年発生した親螺印ち二年生以上のものでなけ牝ば出來ない。然るに当年

発生した仔螺が害を及ぼすという推論を丸川先生が発表され牝。畠口ち今年発生の仔螺が、牡
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惇J弔伽デ1叶乃太2oい1、附着牢生1．岳勢の嘩番部を食害し，之を1開口して吸入，中身を食

〉つくすというのである。この推論は実際の観察の点に稿々根拠薄弱を認めら牝た。当年螺

の繁殖は非常なものであって東は下宇部尾から酉は上宇部尾迄一蓮の垂下縄に10塊位の1塊

に5丁10個体の牡蠣茅昌口ち合せて50－100個体の牡蠣に仔螺が200岡位ついていた。從ってこ

のような推論哩、生牝て來るだろうが，当年被害最大の地森山は実に螺が殆ど見当らなかった

のである。極く一部の錐死原因に数えるごとは出來るかも知れないが，之がこの大鑑死の原

因と称するわけにはゆかない。ここで螺と称するものば「れ〉・しだまし」である。

　　e．硫化水素

　中海のような海底に有機物沈澱の多い所では底土が還元性になっていてその還元性によっ

て外海カ・ら浸入する海水申のSO。が還元されて恥Sとなり，このHヨSが牡蠣を鑑死させ

るのであるとの誘が，九大の富山先生によって報告さ牝た。この誘についてはl　HコSの存在

は確かに認めら牝るし，底土の還元性も認められるので，尤もと思える。然し鑑死の分布が

あまりにも散発的セ王底土に近い所のみ死んでぺるという統計的デドタも出て來ない。叉ご

の二三年來急に鑑死現象が出て來たというごとの読明もつけ難い。更にこの誘を承服し難い

ものにし牝のは，未発表であるが昨年牡蠣が水槽中で相当長期間H．S存在の下で生存し，

恥Sに対しかなりの低抗力を示し牝という定性的ではあるが実験事実をおさへ牝ごとであ

る。

　　f。　偉染病読

　一つの牡蠣が死ぬとそのまわりバタバタと鑑死するから死んだ牡蠣の病毒による樽染性が

まことしやかに言いふらされているが，このことに対しては筆者は水槽飼育の牡轍〔死んだ

牡蠣をすりつぶした汁を注入し，試験飼育を続けて，杢然無害であっブこごとを確め否定す

る。思うに鑑死が或一局部に急に発生する状況を見て偉染性と課認さ牝たもので，蔀分的悪

水の在在をこそ，その貝相として取上げるべきではなかろうか。

　　＆　死因遣及の推論

現在死因は1わから本い。わかっているごとを列記すると弐の如一くである。

i）　8月から11月にかげて超る。

ii）　8－9月が最も盛に死ぬ。

iii）牡蠣の放卵は7－8月で終る。

i▽）偉染病を思わせるように局部に急遠に鋸死が起る。

▽）或時ぱ水面近くの牡蠣に多く鑑死が起り，或時は底に近い所で起り多中位の所に起る

　　　こともあり二定しない。

vi）23年にはじめて起り24年最盛25年稿々下火26年は大分為さまっている。

Vii）海水の通りのよい帥〔割合よく起る，通りのわるい所が必すしも鍵死が多いというわ

　　　けでもなV・。

V111）中海以外の養蠣場で原因不明のここと似プこような鑑死をしている所は筆著の見聞の範

　　　囲では廣島麿，浜名湖等であるが，伺れも海底に有機性沈澱物は多い。

iX）　「びらむし」よりも発見容易な寄生虫による鑑死とは考えら牝ない。

　　　これより発見困難なものについては未だ否定出來な～

　以上のような事実を考えて研究範囲を制隈して行かねばならぬ。そしてどういう風に研究

して行くべきかを定め舛ならない。

　先す牡蠣が放卵後の生理異扶時期に多く死ぬことは考えら牝ることである。
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　寄生虫についてはもう少し研究の余地もあろうが，あまり下等生物になると，牡蠣棲息場

には常に存在する生物が生物的に弱って低抗力を失った所へ浸入寄生する，等という事態も

考えられるので茅この手段のみにあまり期待をかけて突込みすぎると却って紛糾に階るおそ

牝がある。

　大ざっぱに上記の條件を眺めると，偉染病と課認さ牝る位局部的に迅遠な錯死発生，或は

上暦に或ば下暦に，域は中暦に，発生する籍死現象等，著しく或一部分的有毒水塊を思わせ

る。しかもこの有毒物が，例えばSO。のような無機成分であると或は上暦、或は下暦とか

のように一局部におそいかかるような具合にば考えられす多かなり全般的に，平均して繁殖

率が分布すべきである。有毒物が下等生物gようなものの群團であるか叉はそのものの発す

る排泄有毒素であるか。叉は鑑死による死毒であるか。しかも之が局所的に起るとすれば，

この毒物の存在期間ば短いと考えねばならならぬ。

　この推論も勿論確証を1欠ぐ。

　数年來ごのような毒物が発生するようになっ牝と考えることもかなり諦明に苦しv・事であ

る。

　　h．対策について

　学究的にこのような困難な推論に目を費すごとは，日々生討を立てている養蠣業者にはた

えられないごとであるから，理学的に消極的，企業的に積極的な対策研究もさ牝ねばならぬ

事論をまたぬ。要はごの両者が車の両輸として互に他を忘れすに，均衡を保って，たすけ合

い多思想交換をすることである。多くの場合この思想交換が，大きなまぐ牝あたり的救果の

ある緕論を導き出すものである。

　4　苦潮，赤潮に闘する知見

　苦潮，赤潮，何牝も中海には夏期発生する。赤潮は米子湾によく発生する。米子で8月下

旬風が大山の方向（甫東）から吹くと必す赤潮が発生するとか，そうすると滑岸で盛にぼらが、

釣牝る由筆者ば実はまだ赤潮を見た事がないので，是非見ナこいと方々へ願って吋こ。昭和26

年夏偶然米子湾に発生したという赤潮を瓶に入牝て実験室へ持って來て草ったので早漣試験

管に入れて見た。うすいピンク色をしている。塩分，PH等は大した変化は認めら牝ない。

Fe’”の試験をしてみたが全然出て來なかった。荷このピンク色は稀い酸でも消失するし，

叉アルカリでも消失する。

筆者は牡蠣の害敵である「れいしたまし」を実験室で飼育していた。担当の学生が多餌を

入牝ると称して海から探集して來ナここの地方で「おだえび」と称する「あみ」をかなり多量

投入多しかも，塩分を高くすると称して食塩を入れ殆ど飽和扶態に迄していた。夏で水温は

3ぴCを越していた。一晩放置して翌目來てみたら，水槽の中が員赤になっていた。ごの赤

が，赤潮の赤とよく似て，やはり酸でもアルカリでも消失する赤であった。勿諭「あみ」一は

全部鑑死して魔敗をはじめ，「れいしだまし」は氣，嘗、奄々牝る扶態であって多新しい海水に

汲みかえて再生させるのに一週間以上を費した。

　中海滑岸の本庄村で漁師に苦潮の語をきいてみた。之を「しぽくされ」叉は「くされ水」

とし，海の色が黒くなると称している。この水が來ると魚はみんな逃げて漁はなくなる。逃

げら牝ない貝類は死減する。ごのような時小蝦が岸の岩に棲息しているのだが，・ごれが奇妙

なことには，水面から一寸位の間に密集して，岩にくっついているのを見かけるという。之

は陸水が表両をおおっていて，この部分だけ苦潮でないのだろうと思う、荷このような苦潮
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が発生すると「おだえび」と称する「あみ」ば一ケ所に集合するので，之は逆に大漁とな

る。

　筆者ば其後この苦潮であろうと思われるものを実見した。昭和26年9月11目，舟で中海甫
岸揖屋湾内に浸入し七所，海の透明度が著しく滅少し約1mであった。海が心持黒すんでみ

え，このよう在水塊が揖屋湾内に停滞し荒島沖大根島近傍及び大橋川尻は駝にその扶態を腕

し透明度も3m－4皿に戻っていた。

　筆者の見る所では赤潮も苦潮も有機性膠質液を思わせる。生因としては生物の細胞分解と

いうようなものではなかろうか。

　鼠　中海の底質に就τ

　かき籍死の原因に就いてば先述した様に色々憶測閏來るが，養蠣場の底質が如何なる特異

性を有して〉・るか？　之に関しては清水穫造，富山哲夫両氏の報音（1）がある。

　著者等は中海に関しても一騰養蠣場の底質を調査研究してみる必要があるので多昭和26年

の夏より，之に就“て究明することにし牝。昭和26年度は一般的に中海の底質について調査

するごとにLぎ弐の4項目に就いて調べた。

　　孔　底土，底水の扶態

　　b　底土の理学的組成

　　c．底土の酸化還元電位とPH

　　d　底土の有機物含有量

A．調査方法及び観測地点

　島根水産試験場中海分場の舟に便乗し8月から9月にかけて調査した。探水には北原式B・

号探水器を使用，探泥には長さ9米詐りの竹を利用し，探泥後直ちに廣口瓶に入牝，底水を

みたし室氣を追い出して出來るだけ酸化するのを防いだ。

　船上セは氣泓摩水の水温，PH。底土の温度，暦厚について測定しブこ。

　　　　　　　　　　　　表1調査地点に於ける底土，底水の扶態

底　　　　水　　　　　　底
地点　　　　　氣1温　深　度．

　　　月　目　　　　　　　　温度
番号　　　　　　℃　　　米　　　　　　pH
　　　　　　　　　　　　　　　℃

1　　　　9．11　　　　25．4　　　　4．O0　　　　26．3　　　　7．8

2〃24．74．4026－9一一
3〃24．57．0026．38．0
4〃26．26．0026．8＿＿
5〃25．05．O027．0＿
6　　　　9．13　　　　26．1　　　　7．70　　　　27．4　　　　8，0

79．1225．86．5027．18－0
89．1326．28．0027．18－0
9〃26．03－8024．88．6

10　　　　9．12　　　　24．6　　　　7．O0　　　　26．9　　　　＆1

11　　　　　〃　　　　　24．1　　　　5．30　　　　27．1　　　　8，0

12　　　　　〃．　　　　25．2　　　　3．プO．　　　26－0　　　　8－2

13　　　　　〃　　　　　　25－4　　　　2．50　　　　25．9　　　　84

14　　　　9．21　　　　23．5　　　　5．O0　　　　24．9　　　　7－8

土

酸素温度　上　　厨　下厨
轟／立℃土質厨厚土質　　　　　　　　　　　　　　糎

3．905　　252　黒色砂質泥　20以上．茨青色泥

1433　一　黒色泥　5　　〃
1411　　　　25．8　　　　　　　〃　　　　　　　10　　　　　　　〃

O．956　　　　26．7　　　　　　　〃　　　　　　　　3　　　　　　　〃

0．878　　　　26．5　　　　　　　〃　　　　　　　　5　　　　　　　〃

O．076　　　　25．2　　　　　　　〃　　　　　　　　2　　　　　　　〃

1．086　　2aO　黒色砂質泥　　20以上　　〃

　0　25．5黒色泥10　　〃
5，680　　一　　　　砂　　　　5以上　　〃

2・083　25・0黒負泥　7　　〃
0．585　　　　25．9　　　　　　　〃　　　　　　　　7　　　　　　　〃

3．042　　　　25．9　　　　　　〃　　　　　　　5　　　　　　　〃

4．95025．7〃5〃2－420　　　　24．6　　　　　　　〃　　　　　　　15　　　　　　　〃
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上　暦｛下　暦 31．09 12．08 56－83

22．17 1α76 67．07
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20．29・ 9．74 6997
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13
∫上　厨 32■7 8－60 58－63

し下　暦 29．70 827 6Z03
14 上　暦 33．30 1227 54．43
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表蟹調査地点に於けるPH，E1。及び有機物合有量

地点
土厨別 PH Eh Eb。 腐埴％

番号 血Y mV （乾物量）

1 上屠 897 ＿184 一6 420

2 峠鷺 8．63 ＿122 十36 9－14

843 一94 十52 401

3 ／キ鷺 843 ＿154 一8 5，14
8．08 ＿117 十届 4．14

4
上厨｛下厨 8．43 ＿176 一30 5．35

823 ＿136 一2 394

5 ／キ鰹 895 ＿166 十11 5．91

8石2 ＿134 十23 4－49

6 ／キ鷺 7－98 一179 一60 442
790 ＿167 一53 428

7 上厨 915 ＿167 一37 410

8 ／キ露 ＆38 ＿186 ＿43 a13
＆15 ＿182 一53 399

9 上厨 940 一44 十160 0刀9

10 峠藤 8．65 ＿191 一32 9．13
8－36 ＿166 一24 473

11 峠鷺 8－65 一201 一42 10．6⊥

8．56 一183 一29 a13

12 r上暦 870 一193 一31 8－23

／下暦 8．11 ＿164 一37 7－99

13
∫上厨し下厨 879 ＿164 十3 12．65

795 ＿106 十11 7．50

14 ／キ鷺 8．34 一1■ 一41 749
835 ＿147 十6 220

卒均 ／キ鱈 8．54 ＿174 一22 7．65

825 ＿145 一．9 485

た。

　叉この測定器では正確な値は得ら牝ない

のであるが，（幾らカ）低〉・億を示す。）大体

の傾向を知る牝めには差支えないと思われ

る。

　表3で剣明する様に上暦土のPHは各地

点とも下暦土より稿々高く8；54であり，下

暦土は平均8．24のアルヵリ性を示してい

る。

　叉Ox1dat1on・reduct1on　Potentia1につ

いてみれば上下各暦共に何牝も遺元値を示

しており，上暦土は平均pH6に於ける値

（Eh6）が一22血Vで下暦土は一9独Vを

示し，上暦土が下暦土よりも低い値を示し

ている。

　勘ち上暦土の方が下暦土よりも，より還

元性であり，遺元性物質にとんで〉・ること

を示している。例えば之を微生物について

云えば上暦土の方に多くの生物が存在して

いることが考えられる。

　今之を有機物について考察するに，上暦

土はτ65タ6であり，下暦土は4．85％を示し

ており，上暦土が下暦土より多く，Ehの

値を裏付げるものと考えられる。

　（附記）有機物はTur1n氏の関豊太郎氏改良法によったが，炎駿塩の多〉・海底土につい

ては，．更に檎討を要する。

　駄　考　　察

　今同は全般的な調査研究を行ったもあで，測定の方法，実験の方法についても不備な点が

もとより多い。

　叉此度の調査の緒果では養蠣場の特異性は明確ではないが，今後の方針を立案するに有意

義であったと思う。

　養蠣場の底質はもとより，一般に中海の様た浅い（水深最大8米）而も外海と接続し牝海

底土は参期及早春期水温の低い時期に，海水中の溶存酸素豊富のため次褐色の酸化暦がみら

れ，叉硫化水素の悪臭も感ぜら牝た〉・が撃漸弐水温が高く在るに從いSO。の還元も行わ

れ，硫化水素も発生する様になり，酸化還元電位も低くなって行くものと考えられる。

　然しごのごとがもとより，かきの繋死に重大な関係があるとは遠断は出來ないが何かの参

考になるではなv・かと考えてv・る。今後は養蠣場に基点をおき統計的に水質，及び底質を調

査し，Ehに関しても更に遣求したければたらたいし，叉之と併行に定量的に実験を進めな

くてはならない。

　叉養蠣場には毒物として硫化水素以外に蛋白質の変化による毒物もあると考えられ，この
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方向も遣求すべきであろう。

　孔　緒　　語

1）昭和26年8月から9月にかげ中海の底質について調査を行った。

2）中海の底土は調査時には硫化物の多い黒色泥と，少い次青色泥に分牝ており，養蠣場や

　泥水の流牝込む川口，及び湾内等には黒色泥の堆積が多かった。

3）上暦土のPHば平均＆54，下暦土は＆24のアルカリ性土壌セある。

4）上暦土のEh。は一22mVで下暦土は一9皿Vを示し，何れも還元暦であったが，上

　暦土が稿々低く，参期及び早春期にみられる次褐色の酸化暦はみら牝なかった。

5）有機物（魔植）含有量は上暦土765％であり，下暦土は485％を示し上暦土が多カニっ

　た。

6）今後の養蠣場底質の研究方法について考察した。

　荷この調査に於て，島根水産試験場の太田技師，吉岡孝雄氏及び学生，野津長生、石橋俊

夫君等の御助力を得た事た深く感謝の意を表す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　献

　1．溝石札造，富山哲夫，湊名瀞c於げる牡蠣の蜷死と底土中の硫化水素含量との関係，目本海洋学

　　全誌，第1巻第1，2号別刷（昭和17年）。

　2　Lmdsey　A　Brown，Ox1dat1on　reduct1on　potent1a1s　m　s01Is　1Prmαp1e　and．e1ectrometr1c

　　determinations．Soi1Sci．37．65＿76．

　3一船引眞吾，土壌実験法。

　4．吉村信吉，湖沼学，1937．

　5，吉村信吉，湖沼観測法，1931．

　6一海洋氣象台，海洋観測法，1949。

　τ　Yosh1mura，S　1932　yert1ca1d1str1but1on　of　the　a㎜ount　of　su1phate　d1sso1ved．m　the　water

　　of　Lakes　S岨getu　and．H1ruga　w1th　reference　to　the　orgm　of　hyd．rogen　sulph1d．e　m　the1r

　　bottom　water．Geophys．Mag．6－315＿321．


